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歳入歳出

グラフ内の用語説明

「一人ひとりを大切にする子育てと
教育のまち」「独特な景観と機能的
な住環境が共存するまち」「市民協
働と計画的行財政により継続して
発展するまち」に重点を置き予算
を計上しました。物価高への対策
も行います。

●扶助費　高齢者や子ども、障
がい者を支援するためのお金
●公債費　市の借金を返済す
るためのお金
●普通建設事業費　道路・水
路や公共施設に必要なお金
●物件費　事務費や消耗品費
など消費的性質をもつ経費
●補助費等　市が他の団体な
どに払う経費

●繰入金　積立金や他の会計
から繰り入れるお金
●地方交付税　市町村の財政力
に応じて国から交付されるお金
●国庫支出金　国から交付さ
れるお金
●県支出金　県から交付され
るお金
●市債　施設整備などの財源
のために借り入れる市の借金

歳出 歳入

令和8年度予算
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市税（17.9％）
69 億 2207 万円

地方交付税（25.3％）
97 億 9000 万円

自主財源
35.1％

依
存
財
源

64.9％

歳入
387億
3000万円

国庫支出金（16.7％）
64 億 7699 万円

市債（7.9％）
30 億 5420 万円

地方消費税交付金 （4.8％）
18 億 7000 万円

義務的
経

費
50.4％

扶助費（25.0％）
96 億 7635 万円

人件費（15.4％）
59 億 7978 万円

公債費（10.0％）
38 億 6278 万円

普通建設事業費（15.3％）
59 億 1220 万円

繰出金（8.6％）
33 億 4448 万円

物件費（14.0％）
54 億 1854 万円

補助費等 （9.1％）
35 億 2446 万円

貸付金（1.0％）
4 億 147 万円

その他（1.6％）
6 億 994 万円

諸収入 （2.4％）
9 億 3361 万円

繰入金（11.1％）
42 億 9848 万円

その他（2.6％）
10 億 1748 万円

その他（2.1％）
8 億 1217 万円

使用料・手数料使用料・手数料（1.1％）（1.1％）
4 億 754 万円

県支出金（8.1％）
31 億 4746 万円

投資的経費投資的経費
15.3％15.3％

市税の内訳
市民税
固定資産税
市たばこ税
軽自動車税 
その他  

歳出
387億
3000万円

　令和 8 年度の柳川市一般会計予算が 3 月市議会定例会で可決・成立しました。今年度は松永市長令和 8 年度の柳川市一般会計予算が 3 月市議会定例会で可決・成立しました。今年度は松永市長
のもと、　「一人ひとりを大切にする子育てと教育のまち」「独特な景観と機能的な住環境が共存するのもと、　「一人ひとりを大切にする子育てと教育のまち」「独特な景観と機能的な住環境が共存する
まち」「市民協働と計画的行財政により継続して発展するまち」などに予算を重点的に配分していままち」「市民協働と計画的行財政により継続して発展するまち」などに予算を重点的に配分していま
す。また、福祉や産業活性化、道路や水路のインフラ整備などにもバランスよく予算を計上していす。また、福祉や産業活性化、道路や水路のインフラ整備などにもバランスよく予算を計上してい
ます。予算総額は歳入、歳出いずれも 387 億 3000 万円。骨格予算として編成した前年度当初予ます。予算総額は歳入、歳出いずれも 387 億 3000 万円。骨格予算として編成した前年度当初予
算に比べて 35 億 9000 万円、率にして 10.2% 増加。6 月に補正した政策予算を含めると、10 億算に比べて 35 億 9000 万円、率にして 10.2% 増加。6 月に補正した政策予算を含めると、10 億
7681 万円、率にして 2.9％の増加となりました。7681 万円、率にして 2.9％の増加となりました。

【問】市財政課財政係（☎ 0944・77・8432）

市
税
と
地
方
交
付
税
共
に

昨
年
度
に
続
き
大
幅
増

　

市
税
は
、
給
与
所
得
や
営
業
所

得
な
ど
の
増
加
を
見
込
み
、
前
年

度
に
比
べ
、
２
億
６
０
６
６
万

円
増
の
69
億
２
２
０
７
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
は
、
物
価
高
な
ど
の
交

付
税
措
置
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
、
１
億
３
０
０
０
万
円
増

の
97
億
９
０
０
０
万
円
。
ま

た
、
市
債
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
１
億
６
９
０
万
円
減
の

30
億
５
４
２
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

令和 8 年度一般会計予算

387387億億30003000万円を計上万円を計上

31 億 4440 万円
30 億 5110 万円
4 億 5500 万円
2 億 6496 万円

661 万円

増
築
庁
舎
の
建
設
な
ど
で

普
通
建
設
事
業
費
が
増
加

　

扶
助
費
や
人
件
費
、
公
債
費
な

ど
か
ら
な
る
義
務
的
経
費
は
、
前

年
度
に
比
べ
、
６
億
８
２
０
９
万

円
増
の
１
９
５
億
１
８
９
１
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
扶
助

費
は
、
認
定
こ
ど
も
園
や
介
護

給
付
費
な
ど
の
経
費
が
増
加

し
た
こ
と
で
、
前
年
度
に
比

べ
、
３
億
８
６
３
４
万
円
増
の

96
億
７
６
３
５
万
円
。
人
件
費

は
、
人
事
院
勧
告
に
沿
っ
て
一

般
職
や
会
計
年
度
任
用
職
員

の
人
件
費
が
増
加
し
た
こ
と

で
、
２
億
９
３
０
９
万
円
増
の

59
億
７
９
７
８
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事

業
費
は
、
旧
市
民
会
館
跡
地
に

建
設
し
て
い
る
増
築
庁
舎
の

建
設
費
や
蒲
池
義
務
教
育
学

校
（
仮
称
）
の
整
備
費
な
ど
の

増
加
に
よ
っ
て
、
前
年
度
に
比

べ
、
５
億
９
０
２
１
万
円
増
の

59
億
１
２
２
０
万
円
。
物
件
費

は
、
前
年
度
に
計
上
し
て
い
た

小
中
学
校
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
購
入
費
が
今
年
度
は
な

い
こ
と
な
ど
の
影
響
で
、
前
年

度
に
比
べ
３
億
４
５
８
８
万
円

減
の
54
億
１
８
５
４
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特別会計

特別会計 予算額

国民健康保険
特別会計

76 億9816 万円

後期高齢者医療
特別会計

15 億3090 万円

水道
事業会計

【企業会計】

収益的
収入

14 億2914 万円

収益的
支出

14 億4343 万円

資本的
収入

5 億4993 万円

資本的
支出

9 億2431 万円

公共下水道
事業会計

【企業会計】

収益的
収入

8 億1431 万円

収益的
支出

7 億6403 万円

資本的
収入

10 億1565 万円

資本的
支出

12 億7005 万円

　特別会計は、特定の事業のために、特
定の歳入、歳出を一般会計とは区別して
経理する会計です。市には 2つの特別会
計と 2つの企業会計があり、それぞれの
会計の歳入歳出予算額（1万円未満四捨
五入）は次のとおりです。 その

他
34.3％
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　総合計画の 6 つの基本目標の中でも　「一人ひとりを大切にする子育てと教育のまち」「独特な　総合計画の 6 つの基本目標の中でも　「一人ひとりを大切にする子育てと教育のまち」「独特な
景観と機能的な住環境が共存するまち」「市民協働と計画的行財政により継続して発展するまち」景観と機能的な住環境が共存するまち」「市民協働と計画的行財政により継続して発展するまち」
に重点を置くとともに、物価高に対応するための予算も計上しています。に重点を置くとともに、物価高に対応するための予算も計上しています。

今年度の主な事業今年度の主な事業

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

子
育
て
と
教
育
の
ま
ち

●
中
学
校
給
食
無
償
化　

（
７
４
９
４
万
円
）

　

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
４
月
か
ら
中
学
校
の

給
食
を
無
償
化
し
ま
す
。

●
小
学
校
給
食
無
償
化　

（
１
億
２
０
６
８
万
円
）

　　

保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
昨
年
８
月
に
始
め
た
小

学
校
の
給
食
無
償
化
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
補
助
金

（
２
９
６
万
円
）

　

小
中
学
校
給
食
の
無
償
化
に

伴
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
給
食
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
や
生
徒

へ
給
食
費
相
当
分
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
学
校
再
編
事
業
（
校
舎
改
修
経
費
）

（
９
億
４
２
６
３
万
円
）

　

蒲
池
地
区
と
昭
代
地
区
の

義
務
教
育
学
校
の
開
校
へ
向

け
て
、
校
舎
を
改
修
し
ま
す
。

●
中
学
校
体
育
館
空
調
設
置
事
業

（
１
億
１
７
８
０
万
円
）

　

蒲
池
中
学
校
と
大
和
中
学

校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を

取
り
付
け
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化

（
４
９
３
０
万
円
）

　

昨
年
10
月
に
始
め
た
中
学
生

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
事
業

（
９
５
３
万
円
）

　

4
月
か
ら
全
国
で
始
ま
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」。

保
育
園
な
ど
に
通
っ
て
い
な

い
生
後
６
カ
月
か
ら
満
３
歳

未
満
の
子
ど
も
を
月
10
時
間

ま
で
保
育
所
な
ど
に
預
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
や
な
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て

応
援
金
事
業

（
４
７
５
０
万
円
）

　

出
産
時
に
５
万
円
、
小
中
学

校
入
学
時
に
３
万
円
の
応
援

金
を
交
付
し
ま
す
。　

※
妊
娠
届
時
に
５
万
円
、
出

産
後
に
５
万
円
を
交
付
す
る

国
の
制
度
「
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
金
」
も
あ
り
ま
す
。

独
特
な
景
観
と
機
能
的
な

住
環
境
が
共
存
す
る
ま
ち

●
水
郷
柳
河
掘
割
地
区
整
備
事
業

（
５
億
２
４
９
８
万
円
）

　

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
西

鉄
柳
川
駅
西
口
周
辺
や
観
光

拠
点
で
あ
る
沖
端
水
天
宮
周

辺
を
魅
力
的
で
歩
き
た
く
な

る
エ
リ
ア
と
す
る
た
め
、
道

路
整
備
や
景
観
整
備
を
行
い
、

良
好
な
景
観
と
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

市
民
協
働
と
計
画
的
行
財
政
に

よ
り
継
続
し
て
発
展
す
る
ま
ち

●
柳
川
市
庁
舎
再
編
事
業　

（
17
億
２
４
１
７
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
大
和
庁
舎
な

ど
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、

旧
市
民
会
館
跡
地
（
柳
川
庁
舎

西
側
）
に
増
築
庁
舎
を
建
設
中

で
す
。
本
体
工
事
は
、
令
和
９

年
１
月
に
終
了
す
る
予
定
。
そ

の
後
、
外
構
工
事
を
行
い
、
令

和
９
年
５
月
の
供
用
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
柳
川
庁
舎
改
修
事
業　

（
１
億
１
０
０
万
円
）

　

増
築
庁
舎
の
建
設
に
合
わ

せ
て
議
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
安
全
設
備
の
修
繕
な
ど

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

●
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業　

（
６
７
０
０
万
円
）

　

市
民
の
窓
口
利
用
が
よ
り

便
利
に
な
る
よ
う
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

申
請
書
が
自
動
で
作
成
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
事
業

（
７
５
０
０
万
円
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商

品
券
「
柳
川
藩
札
」
や
「
柳

川
藩
Ｐ
ａ
ｙ
」
を
発
行
し
て
、

市
内
で
の
消
費
を
促
進
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
し
ま
す
。

実
施
時
期
な
ど
は
決
ま
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
が
ん
ば
る
商
店
街
や
な
Ｐ
ａ
ｙ

活
用
事
業

（
１
２
９
８
万
円
）

　
「
や
な
Ｐ
ａ
ｙ
」
ポ
イ
ン
ト

を
5
倍
（
通
常
１
１
０
円
毎

に
１
ポ
イ
ン
ト
を
5
ポ
イ
ン

ト
に
増
加
）
に
し
て
地
域
経

済
を
活
性
化
し
ま
す
。

●
企
業
進
出
促
進
事
業

（
５
８
４
万
円
）

　

本
市
へ
進
出
を
検
討
し
て
い
る

市
外
の
企
業
と
連
携
し
て
市
内
で

の
働
き
た
い
人
と
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
女
性
が
柔
軟
に
働
く
選
択
肢

を
持
て
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
●
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
９
３
５
万
円
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を

備
え
た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
「
柳

川
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
を
佃
町

の
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

整
備
中
で
す
。
利
用
開
始
は
9
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
9
年
度
に
は
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
歩
い
た
歩
数
に
応
じ
て
「
や
な

Ｐ
ａ
ｙ
」
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
予
定
。
今
年
度
は
歩
数
を

測
る
機
器
の
購
入
や
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
ま
す
。

●
高
齢
者
等
免
許
証
自
主
返
納
者

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

（
５
０
０
万
円
）

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
時
に

70
歳
以
上
か
健
康
上
の
理
由
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

人
に
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社

で
使
え
る
利
用
券
を
交
付
し
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
１
万
円
増
額

し
、
2
万
円
分
と
な
り
ま
す
。

●
高
齢
者
等
免
許
証
自
主
返
納
者

シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
購
入
助
成
事
業

（
30
万
円
）

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
時
に
70

歳
以
上
か
健
康
上
の
理
由
で
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
、
シ
ニ
ア

カ
ー
や
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転

車
を
購
入
す
る
人
に
２
万
円
を
交

付
し
ま
す
。
購
入
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
と

の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
等
免
許
証
自
主
返
納
者

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
事
業

（
10
万
円
）

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
時
に

70
歳
以
上
か
健
康
上
の
理
由
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、

自
転
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
し
た
人
へ
２
０
０
０
円

相
当
の
金
券
を
交
付
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
環
境
と

市
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち

●
空
き
家
な
ど
対
策
事
業

（
４
５
０
万
円
）

　

市
が
把
握
し
て
い
る
活
用

可
能
な
空
き
家
を
売
却
す
る

た
め
に
必
要
な
相
続
や
登
記

な
ど
対
象
経
費
の
２
分
の
1

（
上
限
30
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。
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第３次柳川市総合計画で掲げた「６つの基本目標」を実現する第３次柳川市総合計画で掲げた「６つの基本目標」を実現する

笑顔で子育てができる柳川に笑顔で子育てができる柳川に

4 月から無償化する中学校給食4 月から無償化する中学校給食

西鉄柳川駅西口周辺イメージ西鉄柳川駅西口周辺イメージ

増築庁舎イメージ増築庁舎イメージ

物
価
高
対
策

令和8年度予算

物
価
高
対
策

物
価
高
対
策 デジタル化で便利な窓口へデジタル化で便利な窓口へ

物
価
高
対
策

シニアカーで生活を快適にシニアカーで生活を快適に 沖端水天宮周辺イメージ沖端水天宮周辺イメージ

昨年も女性向けのセミナーを開催昨年も女性向けのセミナーを開催


